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されてきた C は A の比喩的用法とみなすことができるのではないかという仮説
を提示した。また「ユメ」の対義語である「ウツツ」に着目し、「ウツツ」が〈夢〉
をあらわすようになることをふまえ、日本語においては、A と B との区別も截
然としていないことを述べた。
The history of Yume
Shinji KONNO
Abstract
  The Japanese word “yume” translated as “dream” is often defined in six parts as 
the following “1. A phenomenon (with a visual characteristic) that is seen, heard or 
felt during one’s sleep as if it had happened in real life. 2. A fantasy or imagination 
that appears with a visual characteristic while one is awake. 3. (As figurative usage 
of definition 1) Situation of uncertainty, unrewarded efforts and unanswered request. 
4. Indecisive mind, illogical thought as in a dream. 5. Hope of the future. 6. Sweet 
and comfortable environment or atmosphere that isolates one from the difficulties of 
real life.” This paper has organized the definition into the following three categories: 
“dream” as defined in “A: dream seen during sleep, B: dream seen when one is awake 
and C: dream held as hope of the future” and did a study on each of these parts. 
As a conclusion, the paper presents a hypothesis that “dream” defined in C, which 
was thought to be new, can be seen as a figurative usage of “dream” defined in A. 
Furthermore, the paper focuses on “reality” as the antonym of “dream,” and discussed 
that in the case of the Japanese language, the distinction between definition A and 
definition B is not clear (based on the understanding that “reality” may describe the 
definition of “dream”).
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はじめに
　『万葉集』巻 5 の 809 番歌には「直に逢はずあらくも多くしきたへの枕去らずて夢
イメ
（伊米）
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e：	 将来そうあってほしいという願い。将来の希望。
f：	 現実ばなれした事柄。また、それに浸ること。
　『日本国語大辞典』第 2 版の 1、3、4、5、6 がそれぞれ『新潮国語辞典』第 2 版の a、b、
d、e、f に対応していると思われる。『日本国語大辞典』第 2 版の 2 が『新潮国語辞典』第
2 版にみられず、『新潮国語辞典』第 2 版の c が『日本国語大辞典』第 2 版にみられない。






　『日本国語大辞典』第 2 版は 3 について「1 を比喩的に用いて」と述べているが、妥当
なみかたと思われるので、1 と 3 とをまとめることにする。つまり 1 を比喩的に使うこと
があると認める。6 は 5 の「現実ばなれした願望」を否定的にとらえた場合とみることが
できるので、5 と 6 とについても、まとめて考えることにする。そのように考えると、「ユ
メ」の語義は（1・3）＋ 2 ＋ 4 ＋（5・6）と分けてとらえることができ、ひとまず 4 つに
別れることになる。『日本国語大辞典』第 2 版の記事を使いながら、「ユメ」の語義を 4 つ












ということに留意していきたい。語義は上記 1 ～ 4 に整理できると考えるが、2 ～ 4 につ
いて 3、2、4 の順番で、重点的に検討を加えることにする。
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１：迷夢としての「ユメ」
















1 との区別がつきにくい場合もあることが予想される。3 を 1 の比喩的用法と認めると、「ユ
メ」の語義は次のようにさらに整理することができる。A の比喩的用法には、抽象的用法
（『日本国語大辞典』第 2 版の語義 3）と仏教的な文脈で使われる比喩的用法（『日本国語



























































































































































であっても、「A なのか B なのか」というこの表現形式においては、「ユメ」と「ウツツ」


























か B か C か」という表現において、A と C とがちかい概念で、B が A C とは異なる概念

































































れらを区別しない。『日本国語大辞典』第 2 版は、この『人間失格』（1948 年）の「ユメ」
を見出し項目「ゆめを見る」の③「空想を描いて夢中になる」の例として掲げている。つ



















































































　C を A に含めることができるのであれば、結局「ユメ」の語義は A B 2 つになる。A と
B とを区別するのは「睡眠時」か「覚醒時」かということであるが、それが截然としない
場合があることについては述べた。とすれば、日本語における「ユメ」の語義はは本来的
な語義である「睡眠時のユメ」にすべて包含できることになる。
　本稿では、「ユメ」をめぐる言語表現の分析から、「ユメ」の語誌を描くことを目的とし
た。「ユメ」がどのように語られるか、ということについての分析は十分ではなく、これ
については今後の課題としたい。
